
総
務
企
画
常
任
委
員
会
報
告

保
健
福
祉
常
任
委
員
会
報
告

教
育
文
化
常
任
委
員
会
報
告

環
境
建
設
常
任
委
員
会
報
告

　

地
方
教
育
行
政
の
実
情
を
十
分
認
識
し
、
地
方
自
治
体

が
計
画
的
に
教
育
行
政
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
中
学
校
・
高
等
学
校
で
の
35
人
学
級
を
早
急
に
実
施

す
る
こ
と
、
加
配
の
増
員
や
※
少
数
職
種
の
配
置
増
な
ど

教
職
員
定
数
改
善
を
推
進
す
る
こ
と
、
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
を
堅
持
す
る
こ
と
を
強
く
要
請
す
る
も
の
。

※
少
数
職
種
（
者
）
＝
養
護
教
諭
や
栄
養
教
諭
な
ど
、
主

に
一
人
で
該
当
す
る
業
務
に
従
事
し
て
い
る
、
人
数
の

少
な
い
職
種
の
職
員

　

意
見
書
は
、
茨
城
県
南
水
道
企
業
団
が
県
か
ら
購
入
し

て
い
る
県
水
の
契
約
水
量
と
実
績
に
大
き
な
乖
離
が
あ
る

た
め
、
契
約
水
量
を
実
態
に
合
わ
せ
速
や
か
に
見
直
し
県

水
の
値
下
げ
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

（
意
見
）
来
年
度
水
道
料
金
改
定
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、
市
民
に
と
っ
て
は
大
き
な
負
担
だ
。
契
約
水
量
の

見
直
し
は
企
業
団
か
ら
も
県
へ
申
入
れ
を
し
て
お
り
、
議

会
と
し
て
も
意
見
書
の
提
出
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

（
意
見
）
県
南
広
域
か
ら
県
西
広
域
へ
水
の
融
通
を
行
う

計
画
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
そ
の
状
況
を
見
極
め
て
か

ら
と
考
え
る
の
で
意
見
書
の
提
出
に
は
賛
同
し
か
ね
る
。

（
問
）
医
療
費
控
除
で
※
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税

制
の
適
用
を
受
け
る
場
合
は
、
領
収
書
等
の
証
明
書
類
添

付
は
必
要
か
。

（
答
）
医
療
費
控
除
は
医
薬
品
の
ほ
か
、
病
院
や
診
療
所

の
治
療
費
も
含
ま
れ
る
が
、
確
定
申
告
が
必
要
と
な
る
。

こ
の
税
制
は
市
販
の
医
薬
品
等
に
限
ら
れ
る
。
明
細
書
を

作
成
し
、
提
示
ま
た
は
提
出
す
る
。
医
療
費
控
除
か
、
税

制
の
適
用
か
、い
ず
れ
か
の
選
択
で
控
除
が
受
け
ら
れ
る
。

※
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
＝

特
定
の
市
販
薬
の
購
入
費
用
が
１
年

間
で
１
万
２
千
円
を
超
え
た
場
合
に

所
得
控
除
を
受
け
ら
れ
る
制
度

　

本
意
見
書
は
、
令
和
元
年
の
出
生
数
は
85
万
５
，

２
３
４
人
で
、
前
年
に
比
べ
５
万
３
，
１
６
６
人
減
少
し

過
去
最
少
と
な
り
、
少
子
化
克
服
に
向
け
、
安
心
し
て
子

ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る
た
め
に
は
、
子

ど
も
の
成
長
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
支
援
を
重
ね
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ

と
。
子
育
て
の
ス
タ
ー
ト

期
に
当
た
る
出
産
時
の
経

済
的
な
支
援
策
を
強
化

し
、 

現
在
の
負
担
に
見
合

う
形
に
出
産
育
児
一
時
金

を
引
き
上
げ
る
こ
と
を
強

く
求
め
る
も
の
。

（
問
）
改
修
工

事
に
お
け
る
財

源
構
成
は
。

（
答
）
市
の
起

債
が
９
割
、
公

共
施
設
等
総
合

管
理
基
金
か
ら

の
繰
り
入
れ
が

１
割
で
あ
る
。

（
問
）
市
内
に
は
都
市
公
園
と
一
般
公
園
と
が
あ
る
が
、

今
回
の
条
例
「
牛
久
市
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な

特
定
公
園
施
設
の
設
置
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
」

で
適
用
さ
れ
る
公
園
は
。

（
答
）
対
象
は
市
内
24
カ
所

の
都
市
公
園
に
適
用
さ
れ
る

が
、
別
に
定
め
て
い
る
牛
久

市
公
園
条
例
の
な
か
で
一
般

公
園
に
つ
い
て
も
こ
の
条
例

に
定
め
る
基
準
等
に
適
合
す

る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
。

常 任 委 員 会 審 査 報 告
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
適
用
を

受
け
る
に
は

出
産
育
児
一
時
金
の
増
額
を
求
め
る
意
見
書

教
職
員
定
数
改
善
及
び
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
制
度
堅
持
に
係
る
意
見
書

高
齢
者
や
障
が
い
者
も
使
い
よ
い
公
園
整
備

に
関
す
る
条
例
の
改
正

「
県
の
契
約
水
量
を
使
用
実
態
に
合
わ
せ
、
浄

水
費
の
値
下
げ
」
を
求
め
る
意
見
書

令
和
３
・
４
年
度
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

改
修
工
事
第
１
期
（
外
壁
改
修
・
屋
上
防
水
）、

契
約
金
額
３
億
６
，
９
６
０
万
円

（
問
）
従
来
の
ア
ナ
ロ
グ
式
防
災
無
線
で
は
場
所
に
よ
り

聞
き
取
り
に
く
い
場
所
が
あ
っ
た
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
工
事

で
改
善
さ
れ
る
の
か
。
防
災
無
線
子
局
の
設
置
数
の
見
直

し
は
。
工
期
に
つ
い
て
は
。

（
答
）
子
局
は
既
存
の
１
１
４
基
か
ら
96
基
に
減
ら
す
予

定
だ
が
、
上
下
に
音
が
広
が
り
に
く
い
高
性
能
ス
ピ
ー

カ
ー
の
使
用
で
市
内
全
域
を
カ
バ
ー
で
き
る
。
一
方
で
、

空
白
地
域
で
あ
っ
た
ひ
た
ち
野
う
し
く
地
区
に
は
３
基
増

設
予
定
で
あ
る
。
毎
年
の
支
出
額
を
平
準
化
す
る
目
的
で

長
い
工
期
と
し
て
い
る
。
初
年
度
は
親
機
の
更
新
、
電
波

使
用
の
免
許
申
請
、
来
年
度
以
降
は
各
子
局
の
更
新
、
す

べ
て
の
工
事
完
了
後
に
市
へ
移
管
さ
れ
る
。

防
災
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
工
事

５
億
１
，
５
９
０
万
円
で
請
負
契
約
を
締
結
、

工
期
は
令
和
８
年
３
月
ま
で

出産育児一時金の推移

平成18年10月～平成20年12月 35万円

平成21年1月～平成21年9月 38万円

平成21年10月～現在 42万円

※2019年度の出産費用（全国平均額）は約52万4,000円（室料差額等
を含む）【厚生労働省】
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予
算
常
任
委
員
会
報
告

（
問
）
コ
ロ
ナ
禍
で
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
等
も
あ
り
繰

越
金
が
増
額
し
た
が
、
執
行
部
の
考
え
は
。

（
答
）
実
質
収
支
比
率
は
８
・
６
％
と
い
う
高
い
割
合
に

な
っ
た
が
、
令
和
２
年
度
は
三
度
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
が
交
付
さ
れ
、

様
々
な
事
業
に
つ
い
て
概
ね
予
算
措
置
が
で
き
、
効
率
的

か
つ
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
と
な
ら
な
い
予
算
執
行
を

行
っ
た
結
果
の
余
剰
金
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
コ
ロ
ナ

対
策
費
と
し
て
予
算
要
求
が
あ
っ
た
場
合
に
は
内
容
を
精

査
し
、
必
要
な
事
業
に
は
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し
て

で
も
予
算
計
上
し
て
い
く
。

（
問
）
ふ
る
さ
と
納
税
の
収
支
は
。

（
答
）
令
和
２
年
度
寄
附
金
受
入
額
６
，
３
０
８
万
円
、

返
礼
品
等
経
費
２
，
９
１
８
万
円
、
牛
久
市
民
が
他
の
自

治
体
へ
寄
附
し
た
こ
と
に
よ
る
市
民
税
の
減
収
分
１
億

６
，
０
０
７
万
円
で
、
収
支
は
マ
イ
ナ
ス
１
億
２
，
６
１

７
万
円
。
今
年
度
現
在
の
受
入
額
１
，８
５
８
万
１
千
円
。

（
問
）
小
中
学
校
空
調
更
新
工
事
の
今
後
は
。

（
答
）
普
通
教
室
は
平
成
18
年
に
ま
と
ま
っ
た
整
備
を
し

て
い
る
た
め
、
今
後
大
量
の
更
新
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の

先
３
カ
年
分
程
度
は
割
り
振
り
済
み
で
あ
る
が
、
故
障
は

単
費
で
修
理
対
応
す
る
。
ま
た
、
古
い
学
校
か
ら
順
次
更

新
を
行
っ
て
い
く
。

常 任 委 員 会 審 査 報 告

　牛久市出身の第72代横綱･稀勢の里

が惜しまれつつ引退、荒磯親方を襲名

し、今年8月1日には荒磯部屋を創設、

後進の指導にあたると発表された。

　市民としては、親方は市民の誇りであ

ることに変わりはなく、部屋の隆盛を心

から希求するものである。

　同時に、部屋の創設はまちづくりやス

ポーツの振興の観点からも大きな情報

の発信源となるものでもある。

　そこで、牛

久市と荒磯部

屋との末永い

友好・協力関

係のために牛

久市のさらな

る努力を求

め、決議した。

牛久市と荒磯部屋の末永い友好関
係に関する決議

　6月、千葉県八街市の通学路でトラッ

クが下校中の児童の列に突っ込み、児童

5人が死傷するという交通事故を受け、

牛久市における通学路の安全対策の強

化を求める市民の声が上がった。

　そこで、市議会は「市内の全ての通学

路における危険箇所のガードレール・

路側帯の点検及び未整備箇所の早急な

解消」と｢登下校時の安全確保の強化｣を

求める決議を上げ、全員賛成で可決し

た。

既に緊急小口資金等の特
例貸付を利用した者で、
再貸付が終了した世帯や
再貸付が不承認とされた
世帯
小口資金特例貸付
(上限20万円)
件数…申請423件、実績
373件（7月18日現在）
国庫補助金（全額）

新型コロナウイルス感染症の長期化
で、生活に困窮する世帯に対するさら
なる支援策

新型コロナウイルス感染症生活困
窮者自立支援金　2，456万円を
増額計上

令和3年第4回臨時会より（7月19日）

通学路の安全確保を求める緊急決議
令和3年度一般会計補正予算(第3号)

対　　　象

　

市 の 実 績
　

財　　　源

コ
ロ
ナ
対
策
、
必
要
な
事
業
に
は
財
調
を
取

り
崩
し
て
で
も
予
算
計
上

令
和
２
年
度
ふ
る
さ
と
納
税
収
支
、

マ
イ
ナ
ス
１
億
２
，
６
１
７
万
円

（
問
）
交
通
安
全
施
設
新
設
事
業
は
、
現
予
算
約
４
０
０

万
円
で
行
っ
て
い
け
る
の
か
。

（
答
）
令
和
２
年
度
ま
で
の
通
学
路
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

積
み
残
し
は
、
今
回
す
べ
て
組
み
込
ん
で
補
正
予
算
を
計

上
し
た
。
今
年
度
の
新
規
に
つ
い
て
は
、
路
面
標
示
の
塗

装
面
積
を
少
な
く
す
る
な
ど
予
算
軽
減
の
手
法
を
検
討

し
、
今
年
度
の
予
算
で
対
応
し
た
い
。
必
要
に
応
じ
て
来

年
度
の
予
算
を
多
め
に
要
求
す
る
な
ど
し
て
危
険
箇
所
に

対
処
し
て
い
き
た
い
。

（
問
）
今
回
計
上
し
た
補
正
予
算
で
整
備
す
る
具
体
的
な

内
容
は
。

（
答
）
車
止
め
の
ポ
ー
ル
や
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
を
設
置
す
る

交
差
点
対
策
９
カ
所
、
歩
道
と
車
道
を
隔
て
る
セ
ー
フ

テ
ィ
パ
イ
プ
を
設
置
す
る
歩
行
者
通
行
対
策
３
カ
所
、
幅

員
を
部
分
的
に
狭
く
し
ス
ピ
ー
ド
抑
制
を
図
る
狭
窄
対
策

が
１
カ
所
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

小
中
学
校
空
調
更
新
工
事
、
３
カ
年
分
の
更

新
費
用
は
割
り
振
り
済
み

通
学
路
安
全
確
保
の
た
め
の
事
業

通
学
路
の
整
備
は
必
要
に
応
じ
て
予
算
を
多

め
に
要
求
し
、
危
険
箇
所
に
対
処
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